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成長産業の育成による競争力の強化 

産学官金連携による産業振興の推進 

企業立地・定着の促進 

中小企業の経営基盤強化に向けた取組みの推進 

雇用の促進（ＵＪＩターン，若者・女性の雇用促進）

起業家の創出・育成に向けた支援 

大谷の地域資源を活かした産業振興 

商工業の振興 

 

地域農業を支える担い手の確保・育成 

収益性の高い農業の実現 

・大谷採石場跡地の冷熱エネルギー活用 

・新産地育成（市場ニーズを捉えた新たな農作物の生産振興）

・ＩＣＴの活用 

輸出等を見据えた本市農産物のブランド力の強化 

人と環境にやさしい農業・農村の実現 

活力あふれる農村づくり

 

戦略的観光事業の推進 

・おもてなしある受入体制の充実 

・観光資源の活用促進，着地型観光の促進，広域観光の促進 など

・ディスティネーション キャンペーンの活用 

サイクルシティうつのみや誘客促進事業の推進 

都市の魅力創造（スポーツを活用した地域活性化） 

・交流人口の増加に向けた国際スポーツイベントの誘致など 

大谷観光の推進 

観光の振興 

農業の振興 
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「石の里大谷エリアの地域資源を活用した 

地域創生事業」について 

 
◎ 大谷地域における地域創生の取り組みの推進に向け，国の地方創生推進（新型）交付

金の活用を図るもの 
 

 １ 取組全体の考え方（下記イメージ図参照） 

  ・ 大谷地域の振興に向けては，（仮称）大谷スマートＩＣの設置を見据えた「観光拠

点化の促進」，日本遺産への認定等を軸とした「文化遺産の保存活用の促進」，固有

の地域資源を活用した「地域産業の振興」など，今後展開していく各事業の一体的

な推進により，ＮＣＣ構想の観光拠点と位置付ける大谷エリアを「世界に通用する

魅力ある観光地」として積極的な取組を進めていく。 

  ・ また，大谷地域全体の振興を図るためには，「大谷石採取場跡地」の安全対策が重

要であるため，引き続き県や大谷地域整備公社，関係団体と連携・協議し，今後の

安全対策の充実を図りながら，地域全体の振興に向けて総合的に取組を進めていく。 

  

２ 地方創生推進（新型）交付金の活用 
・ 観光振興や農業振興，地場産業の振興など，多面的な発展の可能性を有する大谷

エリアについて，「地域資源個々の魅力」を「地域の魅力」として展開し，大谷地域

全体の活性化を図るため，先行的に取組を実施するものである。 
・ 事業の推進にあたっては，各々の地域資源の効果的な活用・連携方策等を整理し，

エリア全体で継続的な活性化が生み出される仕組みについて検討を進める。 
 

 事 業 名 称：「石の里大谷エリアの地域資源を活用した地域創生事業」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「取組全体の考え方」 
世界に通用する魅力ある観光地 

 

【文化遺産の活用促進】 【観光振興】 【エネルギー産業振興】 【農業振興】

・大谷地域の文化

財の日本遺産へ

の認定等を軸と

した文化財の保

存活用の促進 

・大谷公会堂の移

設，活用等も含め

た観光拠点化 

・新たな観光資源

と既存観光資源

を 活 用 し た 誘

客・周遊の促進 

・スマートＩＣの

設置を見据えた

観光拠点への誘

客促進強化 

    

【安全対策】

・夏秋いちごの産

地化・団地化 

・夏秋いちごのブ

ランド化，販路構

築，輸出戦略 

・洋菓子協会等と

連携した６次産

業化 

・保冷倉庫や公共

空間等，大規模な

冷熱エネルギー

利用の具体化 

・エネルギー関連

技術産業の創出 

・県，市，大谷地

域整備公社，石材

組合等の関係機

関が連携し，採取

場跡地の安全対

策を実施 

 

◎ 先行的に観光振興，農業振興，エネルギー産業振興に向けた取組について，「地方

創生推進（新型）交付金」を活用する。 
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エリア将来イメージマップ

サイクリング
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